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表 5.1 材料の定数 

材料 ヤング係数（N/mm2） ポアソン比 線膨張係数（1/℃） 

鉄筋 51005.2   － 5101   

コンクリート 3

1
2

4

6024
1035.3 













 cFγ

 0.2 5101   

［注］γ：コンクリートの気乾単位容積重量(kN/m3)、特に調査しない場合は表 7.1 の数 

     値から 1.0 を減じたものとすることができる 

   cF ：コンクリートの設計基準強度(N/mm2) 

表 6.1 コンクリートの許容応力度（N/mm2） 

 

長期 短期 

圧縮 

fc 

せん断 

fs 

圧縮 

fc 

せん断 

fs 

普通コンクリート 

cF
3

1
 





  cc FF

100

1
49.0,

30

1
min  

長期に対する値

の 2 倍 

長期に対する値

の 1.5 倍 軽量コンクリート 

1 種および 2 種 

普通コンクリートに対する

値の 0.9 倍 

 

表 6.2 鉄筋の許容応力度（N/mm2） 

 

長期 短期 

引張および圧縮 

ft=rfc 

せん断補強 

wft 

引張および圧縮 

ft=rfc 

せん断補強 

wft 

SR 235 

SR 295 

155 

155 

155 

195 

235 

295 

235 

295 

SD 295A および B 

SD 345 

SD 390 

SD490 

195 

215（*195） 

215（*195） 

215（*195） 

195 

195 

195 

195 

295 

345 

390 

490 

295 

345 

390 

490 

溶接金網 195 195 **295 295 

［注］*D29 以上の太さの鉄筋に対しては（ ）内の数値とする． 

      **スラブ筋として引張鉄筋に用いる場合に限る． 

鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説 

 

2章 材料および許容応力度 

5 条 材料の定数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 条 許容応力度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 章 荷重および応力・変形の算定 

7 条 荷重および外力とその組合せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 章 部材の算定 

12 条 曲げ材の断面算定における基本仮定 

 

 

 

 

 

 

 

表 6.3 鉄筋のコンクリートに対する許容付着応力度 fa（N/mm2） 

 
長期 

短期 
上端筋 その他 

異形鉄筋 



  cc FF

75
2

9.0,
15
1

min  



  cc FF

25
1

35.1,
10
1

min  
長期に対する値 

の 1.5 倍 
丸  鋼 



 9.0,
100

4
min cF  



 35.1,
100

6
min cF  

［注］ 

1) 上端筋とは曲げ材にあってその鉄筋の下に 300mm 以上のコンクリートが打ち込まれる場合の

水平鉄筋をいう． 

2) 異形鉄筋で、鉄筋までのコンクリートかぶりの厚さが鉄筋の径の 1.5 倍未満の場合には、許容

付着応力度は、この表の値に「かぶり厚さ／（鉄筋径の 1.5 倍）」を乗じた値とする． 

 

表 7.1 鉄筋コンクリートの単位体積重量 

コンクリートの種類 
設計基準強度の範囲 

（N/mm2） 
鉄筋コンクリートの単位体積重量 

（kN/m3） 

普通コンクリート 
Fc≦36 

36＜Fc≦48 
48＜Fc≦60 

24 
24.5 
25 

軽量コンクリート 1 種 
Fc≦27 

27＜Fc≦36 
20 
22 

軽量コンクリート 2 種 Fc≦27 18 

 

表 12.1 コンクリートに対する鉄筋のヤング係数比 

コンクリート設計基準強度 
Fc（N/mm2） 

ヤング係数比 
n 

Fc≦27 
27＜Fc≦36 
36＜Fc≦48 
48＜Fc≦60 

15 
13 
11 
9 

 



CL

柱脚固定

A

B C

D E

F G

k1

k2

k3

k4

k5

k6

１．たわみ角法 

１）基本公式 

 

 𝑀𝐴𝐵 = 𝑘(2𝜙𝐴 + 𝜙𝐵 + 𝜓) + 𝐶𝐴𝐵 

  𝑀𝐵𝐴 = 𝑘(𝜙𝐴 + 2𝜙𝐵 + 𝜓) + 𝐶𝐵𝐴 

 

２）長期荷重（鉛直荷重） 

 ＊ 節点移動無視 

   →   𝜓 = 0 

 

  境界条件： 

 𝜙𝐴,𝐶,𝐸,𝐺 = 0 

 𝐶𝐴𝐵 = 𝐶𝐵𝐴 = 𝐶𝐵𝐷 = 𝐶𝐷𝐵 = 𝐶𝐷𝐹 = 𝐶𝐹𝐷 = 0 

 

 𝑀𝐴𝐵 = 𝑘1(2𝜙𝐴 + 𝜙𝐵) + 𝐶𝐴𝐵 = 𝑘1𝜙𝐵 

  𝑀𝐵𝐴 = 𝑘1(𝜙𝐴 + 2𝜙𝐵) + 𝐶𝐵𝐴 = 2𝑘1𝜙𝐵 

  𝑀𝐵𝐶 = 𝑘2(2𝜙𝐵 + 𝜙𝐶) + 𝐶𝐵𝐶 = 2𝑘2𝜙𝐵 + 𝐶𝐵𝐶 

  𝑀𝐶𝐵 = 𝑘2(𝜙𝐵 + 2𝜙𝐶) + 𝐶𝐶𝐵 = 𝑘2𝜙𝐵 + 𝐶𝐶𝐵 

  𝑀𝐵𝐷 = 𝑘3(2𝜙𝐵 + 𝜙𝐷) + 𝐶𝐵𝐷 = 𝑘3(2𝜙𝐵 + 𝜙𝐷) 

  𝑀𝐷𝐵 = 𝑘3(𝜙𝐵 + 2𝜙𝐷) + 𝐶𝐷𝐵 = 𝑘3(𝜙𝐵 + 2𝜙𝐷) 

  𝑀𝐷𝐸 = 𝑘4(2𝜙𝐷 + 𝜙𝐸) + 𝐶𝐷𝐸 = 2𝑘4𝜙𝐷 + 𝐶𝐷𝐸 

  𝑀𝐸𝐷 = 𝑘4(𝜙𝐷 + 2𝜙𝐸) + 𝐶𝐸𝐷 = 𝑘4𝜙𝐷 + 𝐶𝐸𝐷 

  𝑀𝐷𝐹 = 𝑘5(2𝜙𝐷 + 𝜙𝐹) + 𝐶𝐷𝐹 = 𝑘5(2𝜙𝐷 + 𝜙𝐹) 

  𝑀𝐹𝐷 = 𝑘5(𝜙𝐷 + 2𝜙𝐹) + 𝐶𝐹𝐷 = 𝑘5(𝜙𝐷 + 2𝜙𝐹) 

  𝑀𝐹𝐺 = 𝑘6(2𝜙𝐹 + 𝜙𝐺) + 𝐶𝐹𝐺 = 2𝑘6𝜙𝐹 + 𝐶𝐹𝐺 

  𝑀𝐺𝐹 = 𝑘6(𝜙𝐹 + 2𝜙𝐺) + 𝐶𝐺𝐹 = 𝑘6𝜙𝐹 + 𝐶𝐺𝐹 

 

 節点方程式（モーメントのつり合い） 

 B:  𝑀𝐵𝐴 + 𝑀𝐵𝐶 + 𝑀𝐵𝐷 = 0 

  D:  𝑀𝐷𝐵 + 𝑀𝐷𝐸 + 𝑀𝐷𝐹 = 0 

  F:  𝑀𝐹𝐷 + 𝑀𝐹𝐺 = 0 

 

  [

2(𝑘1 + 𝑘2 + 𝑘3) 𝑘3 0

𝑘3 2(𝑘3 + 𝑘4 + 𝑘5) 𝑘5

0 𝑘5 2(𝑘5 + 𝑘6)
] {

𝜙𝐵

𝜙𝐷

𝜙𝐹

} 

  = {

−𝐶𝐵𝐶

−𝐶𝐷𝐸

−𝐶𝐹𝐺

}   ⇒ 𝜙𝐵, 𝜙𝐷 , 𝜙𝐹 

 

上式の節点方程式を解くことにより、節点モーメントが得ら

れる。また、単純梁としたときの中間荷重による応力を重ね合

わせて、全体の応力が算定される。 

A B 

𝑀𝐴𝐵 𝑀𝐵𝐴：節点モーメント 

𝑘：剛比 

𝑅：部材角 ⇒   𝜓 
A 

B 

𝜃𝐴 𝜃𝐵：たわみ角 ⇒   𝜙 

𝑅 

中間荷重 
𝐶𝐴𝐵 𝐶𝐵𝐴：固定端モーメント 

単純梁としたときの応力：𝑀0, 𝑄0 

中間荷重 

柱脚固定 

梁端 中央 

∆𝑄(−) 

𝑀𝐵𝐶 
𝑀𝐶𝐵 𝑀0 

B C 

𝑙 

中間荷重 

𝑀0 

＋ 

− 
∆𝑄(−) 

𝑄0 

𝑄0 

𝑀0, 𝑄0：単純梁としたときの応力 

応力計算 



k1 k2 k3 k4 k5 k6 CBC CDE CFG
2.70 2.70 3.09 2.70 3.09 2.70 -129 -129 -143 ←入力
A B C

データ データ データ
16.98 3.09 0
3.09 17.76 3.09
0 3.09 11.58

数式 数式 数式
0.060915412 -0.011114464 0.002965777 129 6.848428
-0.011114464 0.061075596 -0.016297374 129 4.114462
0.002965777 -0.016297374 0.090704567 143 11.25098

MAB 18

MBA 37

MBC -92

MCB 147

MBD 55

MDB 47

MDE -107

MED 140

MDF 60

MFD 82

MFG -82

MGF 173

↑
出力

A

B C

D E

F G

k1

k2
k3

k4
k5

k6



付４．断面二次モーメント計算式 

１）長方形断面の断面二次モーメント I0 

𝐼0 =
𝑏𝐷3

12

２）T形断面の断面二次モーメント I 

𝐼 = 𝜙𝐼0

ここに、𝜙 = 4𝛼 − 3
𝛽2

𝛾

𝛼 = 1 + (𝑏1 − 1)𝑡1
3

𝛽 = 1 + (𝑏1 − 1)𝑡1
2

𝛾 = 1 + (𝑏1 − 1)𝑡1

𝑏1 =
𝐵

𝑏

𝑡1 =
𝑡

𝐷

b 

D 

B 

b 

t 

D 



付６．鉄筋コンクリート床梁応力計算式 

１）等分布荷重（w） 

２）集中荷重（W） 

３）床単位荷重（w） 

w 

l 

𝐶 ൌ
𝑤𝑙ଶ

12
,𝑀଴ ൌ

𝑤𝑙ଶ

8
,𝑄଴ ൌ

𝑤𝑙
2

l 

W 
𝐶 ൌ

𝑊𝑙
8
,𝑀଴ ൌ

𝑊𝑙
4
,𝑄଴ ൌ

𝑊
2

ly 

lx 

w 

𝜆 ൌ
𝑙௬
𝑙௫

ly 

ly 

lx lx 

lx lx lx 

w 

w 

梁の両側にスラブが付いている場合 

𝐶 ൌ 2 ቆ
𝜆ଶ

24
െ
1
48

൅
1

192𝜆
ቇ𝑤𝑙௫

ଷ 

𝑀଴ ൌ 2ቆ
𝜆ଶ

16
െ
1
48
ቇ𝑤𝑙௫

ଷ 

𝑄଴ ൌ 2 ൬
𝜆
4
െ
1
8
൰𝑤𝑙௫

ଶ 

梁の両側にスラブが付いている場合 

𝐶 ൌ 2 ൬
𝜆
8
൅

5
192

൰𝑤𝑙௫
ଷ 

𝑀଴ ൌ
𝜆
2
𝑤𝑙௫

ଷ 

𝑄଴ ൌ 2 ൬
𝜆
4
൅
1
8
൰𝑤𝑙௫

ଶ 

梁の両側にスラブが付いている場合 

𝐶 ൌ 2 ൬
𝜆
3
൅

5
192

൰𝑤𝑙௫
ଷ 

𝑀଴ ൌ 2 ൬
𝜆
2
൅
1
24
൰𝑤𝑙௫

ଷ 

𝑄଴ ൌ 2 ൬
𝜆
2
൅
1
8
൰𝑤𝑙௫

ଶ 



柱のD値 

 case1. 一般 

k

k
a




2

case2. 一端固定 

k

k
a






2

5.0

case3. 一端ピン 

k

k
a

21

5.0




標準反曲点高比y0（逆三角形荷重） 

m    k 

n 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 

1 1 0.80 0.75 0.70 0.65 0.65 0.60 0.60 0.60 0.60 0.55 0.55 0.55 0.55 0.55 

2 2 0.50 0.45 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.45 0.45 0.45 0.45 0.50 

1 1.00 0.85 0.75 0.70 0.70 0.65 0.65 0.65 0.60 0.60 0.55 0.55 0.55 0.55 

3 3 0.25 0.25 0.25 0.30 0.30 0.35 0.35 0.35 0.40 0.40 0.45 0.45 0.45 0.50 

2 0.60 0.50 0.50 0.50 0.50 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.50 0.50 0.50 0.50 

1 1.15 0.90 0.80 0.75 0.75 0.70 0.70 0.65 0.65 0.65 0.60 0.55 0.55 0.55 

4 4 0.10 0.15 0.20 0.25 0.30 0.30 0.35 0.35 0.35 0.40 0.45 0.45 0.45 0.45 

3 0.35 0.35 0.35 0.40 0.40 0.40 0.40 0.45 0.45 0.45 0.45 0.50 0.50 0.50 

2 0.70 0.60 0.55 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 
1 1.20 0.95 0.85 0.80 0.75 0.70 0.70 0.70 0.65 0.65 0.55 0.55 0.55 0.55 

5 5 -0.05 0.10 0.20 0.25 0.30 0.30 0.35 0.35 0.35 0.35 0.40 0.45 0.45 0.45 

4 0.20 0.25 0.35 0.35 0.40 0.40 0.40 0.40 0.40 0.45 0.45 0.50 0.50 0.50 

3 0.45 0.40 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.50 0.50 0.50 0.50 

2 0.75 0.60 0.55 0.55 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 
1 1.30 1.00 0.85 0.80 0.75 0.70 0.70 0.65 0.65 0.65 0.60 0.55 0.55 0.55 

6 6 -0.15 0.05 0.15 0.20 0.25 0.30 0.30 0.35 0.35 0.35 0.40 0.45 0.45 0.45 

5 0.10 0.25 0.30 0.35 0.35 0.40 0.40 0.40 0.45 0.45 0.45 0.50 0.50 0.50 

4 0.30 0.35 0.40 0.40 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.50 0.50 0.50 0.50 

3 0.50 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.45 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 

2 0.80 0.65 0.55 0.55 0.55 0.55 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 0.50 
1 1.30 1.00 0.85 0.80 0.75 0.70 0.70 0.65 0.65 0.65 0.60 0.55 0.55 0.55 

上下の梁の剛比変化のための修正値y1 

   k

α1 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 

0.4 0.55 0.40 0.30 0.25 0.20 0.20 0.20 0.15 0.15 0.15 0.05 0.05 0.05 0.05 

0.5 0.45 0.30 0.20 0.20 0.15 0.15 0.15 0.10 0.10 0.10 0.05 0.05 0.05 0.05 

0.6 0.30 0.20 0.15 0.15 0.10 0.10 0.10 0.10 0.05 0.05 0.05 0.05 0.0 0.0 

0.7 0.20 0.15 0.10 0.10 0.10 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.0 0.0 0.0 

0.8 0.15 0.10 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0.9 0.05 0.05 0.05 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

α1=kB上/kB下：最下層は考えないでよい。 

 上梁の剛比が大きいときには逆数をとって、α1=kB下/kB上としてy1を求め、符号を負（－）とする。 

上下の層高変化による修正値y2、y3 

α2 

上 

   k 

α3 

下 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 

2.0 

1.8 

1.6 
1.4 

1.2 
1.0 

0.8 

0.6 
0.4 

0.4 
0.6 

0.8 
1.0 

1.2 

1.4 
1.6 

1.8 
2.0 

0.25 

0.20 

0.15 
0.10 

0.05 
0.0 

-0.05 

-0.10 
-0.15 

-0.20 
-0.25 

0.15 

0.15 

0.10 
0.05 

0.05 
0.0 

-0.05 

-0.05 
-0.10 

-0.15 
-0.15 

0.15 

0.10 

0.10 
0.05 

0.05 
0.0 

-0.05 

-0.05 
-0.10 

-0.10 
-0.15 

0.10 

0.10 

0.05 
0.05 

0.0 
0.0 

0.0 

-0.05 
-0.05 

-0.10 
-0.10 

0.10 

0.10 

0.05 
0.05 

0.0 
0.0 

0.0 

-0.05 
-0.05 

-0.10 
-0.10 

0.10 

0.05 

0.05 
0.05 

0.0 
0.0 

0.0 

-0.05 
-0.05 

-0.05 
-0.10 

0.10 

0.05 

0.05 
0.05 

0.0 
0.0 

0.0 

-0.05 
-0.05 

-0.05 
-0.10 

0.10 

0.05 

0.05 
0.05 

0.0 
0.0 

0.0 

-0.05 
-0.05 

-0.05 
-0.10 

0.05 

0.05 

0.05 
0.05 

0.0 
0.0 

0.0 

-0.05 
-0.05 

-0.05 
-0.05 

0.05 

0.05 

0.05 
0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 
-0.05 

-0.05 
-0.05 

0.05 

0.05 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

-0.05 
-0.05 

0.05 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 
-0.05 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
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y2：α2=h上/hから求める。y3：α3=h下/hから求める。ただし、最上層についてはy2、最下層についてはy3を考えなくてよい。 

 case1.     case2.  case3. 
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